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P新吉田では小雨にも負けずP

地域交流ノfグ-f
ー皆さんご協力ありがとう-

春からの 2か月ほどは、いろいろな企画

がめじろおしです。

なかでも『地域交流バザー』は、いつもは

あまり外に出ることの少ない重度障害の人た

ちにとって、大切なふれあいの機会。支える会

でも最も力の入る活動なのです。

↑テントの下で雑貨を販売

一つは、グループホームのある新吉田地区で、の交流バザー、も う一つはデイの場「地

域活動ホームしもだj 主催のバザー、いずれも地域の皆様の力強いご支援を頂いて、先

日、無事に終了しました。

NPO法人「地域で生きる障害者を支える会J

平成29年度第1回総会のお知らせ

下記により、今年度第 1回の総会を開催いたします。

会員の皆様のご参加をお待ち しております。

記

日時 :平成29年 6月 26日 (月)午後 1時"-'3時

会場 :活動ホームしもだ

議題 :平成28年度活動報告、収支決算報告、監査報告について

平成29年度活動計画、収支予算について

定款の変更について(特定非営利活動促進法の改正に伴うもの

その他



Yょっぱホームi

o新吉田地域交流パザ-0
今年は、あいにくと小雨のパラつく中の

バザーとなりました。少しでも濡らすとい

けませんので、衣料はほとんど出すことが

出来ませんでしたが、西部町会のご協力で、

前日からテントを張って頂いたおかげで、

雑貨と軽食は外で販売することができまし

たo ↑軽食・フランクにはケチャップ ，

当日もボランティアさんの機転とテキパキと したアドバイスで、ブルーシートで隙聞

をつなぐなど、今回は、雨だったからこそ見えたことも多々あり、ほんとに地域の皆さ

んのお気持ちに感謝することの多い 1日となりました。

第 14回目の交流事業でしたが、隣の NPO法人まどかの作業所「かしの木ホームJ

さんとの共催も 4年目です。ことしは、案内のポスターやチラシ入れも、ほとんど 「か

しの木ホーム」の所員さんたちが担当してくださり、たすかりました。

またお忙しいところ、お越しくださいまして、お励まし頂きました皆様に心より感謝申

し上げます。ありがとうごぎいました。

↑ガラス戸を聞いてお庖・よく売れましたヨ

支える会の活動

3月 21日 タウンニュース ・取材 (14日も)

3月 24日 活動ホームしもだ事業会議

3月 25日 ょっばホーム事務局会議

p. m グノレープホームを考える会

3月 31日 新吉田バザー前日準備

4月 1日 新吉田地域交流バザー実施

4月 3日 10、17、24支える会家族会の活動日

4月 7円 活動ホームしもだバザー委員会

4月 14日 グループホーム運営委員会

4月 19日 活動ホームしもだ事業会議

4月 4日・11・18・25バザー準備(値付け)

4月 22日 ょっばホーム事務局会議

4月 26日 ょっばホーム運営委員会

5月 10日 しもだバザー委員会

5月 17日"'20日しもだバザー値付け等準備

5月21日 しもだ地域交流バザー

5月 23日 間残品整理

5月 26日 活動ホームしもだ事業委員会

5月 29日 同 しもだバザー委員会(反省会)

5月 31日 機関紙 TAWAWA発行



めがねの声

らみ 。|障害者も同じ人間です... 

もうだいぶ前になりましたが、神奈川|県立津久井やまゆり園の事件

を考える会の集会がありました。

いつもの障害者週間の集いの時より、車いすの人たちがたくさんいてひ・っくりしま

した。会場になかなか入れなくて、すき間からすこしずつ割り込んで中に入りました。

こんなにたくさんの車いすの人たちが、どこに住んでいるのだろうとおもいました。

事件があってから、あっという間に時間が過ぎましたが、まだ怖い気持ちが消えない

で、恐ろしく思っている人もいるとおもいます。集まりでは、いろいろな団体の人が

お話ししましたが、私の言いたい事と同じでした。

たまに私はたわわにも書きますが、障害在も普通の人と同じだと思っています。

テレビでも言っていましたが、あのニュースの時から障害者たちが大きな声を出し

たり、お母さんの顔が解らなくなったり食事がとれなくなったり、障害が重くなった i 

人がいるといっていました。とても残念だと思います。 ! 
テレビの中で、『地域で住むというけれど地域はもうたくさんだ、早く施設を作っ ; 

てほしい』という人もいました。 ; 

施設なら危なくないと思うのかもしれないけど、私はちょっと、どうかとおもいま t 

す。危なし、かどうかではなく、たのしかったり、安心なようにして、障害が重くなっ

て、 24時間医師や医療の看護が必要になったらしかたないのかもしれないけど、で t 

もほんとは街でリハビリに行ったり、病院に行ったりして、グループホームや家で上 t 

手に暮らせればいいと思います。(注 ・紙面の都合で一部分カットさせていただきました)

大原友子 。

ご入会・ご継続ありがとうございます。

[正会員]

冨岡久子

[賛助会員]

三上文子

西脇久夫

渡辺英一

(団体賛助)

高島 慶子

高品礼子

西脇五月

菅 n美子

高畠勢津チ

川島仁子

西脇美登星

山本邦子

福島喜美代

渡辺アツ子

石黒勢津子

(敬称略)

森興理チ

渡辺洋一

由井昌子

タワー株式会社 *振込用紙の送付が遅れておりまして申し訳ございません。

以上の方は、5月31日までに直接お預かりした方です。

・ご寄付ありがとうございました [敬称略]

山本暁子 三上文子 高安アヤ子 佐藤忠義

新吉田西部町内会 半田恒雄 グループホーム壱番館

-3 -

萩生田守男

荒巻美代子
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i 夏の気配が少しずつ濃くなってきた今日この頃、みなさまいかがお過ごしでしょう!
iカミ。

: 新年度を迎え、気持ちも新たに入居者スタッフ共に頑張っていこうと思います。

i移動動物園P

j 暖かな春の日射しの中、恒例の 『ふれあい動物闘(新聞公

!園uに千子ってきました。
; 沢山の子どもさん達の楽しそうな声が響いていました。

!一番人気は背中に乗れる 『ポニー』のようです。

! ょっばの皆さんは…おつかなびっくり餌やりする人、ひ
iたすらびっくりしている人、ふれ合える動物(ひよこ、うさ

jぎ、ハムスターなど)を触って楽しむ人、いやはや、来場

!していた、(人間の)赤ちゃんとのふれあいが何より楽しそうな人…それぞれの楽しみ

!方があるようです。新吉田地区社会福祉協議会の皆機、新吉出連合IHrl*J会の皆様ほか、

!スタッフの皆々様、楽しいひとときをありがとうございました。

!地域交流バザー

; 毎年恒例となりました『地域交流バザー』ですが、今年も無事に開催することがで

!きました !2........3目前から天気が心配でしたが、やはり当日は小雨でした。(>ー<)

て ~~守 .. i>VI しかしそこは百戦鯨磨のボランティアさんの協力もあ

り、ブVレーシートで屋根を作ったり、レイアウトを変更し

たり、無事開催することが出来ました。

今年もお|鉾のかしの木ホームさんとタッグを組んでの開

催ですP

生憎の天候ではありましたが、予想以上にお客さんに

来て頂いた様に思います。

雨を想定して前日からテント設営して下さった地域の

!みなさま、今年もお手伝いしていただいたボランティア

!さんありがとうございました。

!I'¥ーベキュ-)>

日差しも暑く感じる様になってきたGWですが、ょっばホーム、 第 2ょっばの入居!

汗がどんどん出てくる織な陽気の中でしたが、みんな!

それぞれ楽しく過ごせたと思います。

太陽がまぶしくとても暑い一円でしたが、今年のパザ ;

ーの経験を活かし、手際よくプ‘ノレーシートで日よけを作;

成しました。急ごしらえではありましたが、入居者みん:

;なの食事場所確保するには十分でしたP
; 多少日焼けもしましたが、お腹いっぱいになり、とても良いGWを過ごせた様です。:
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